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厚生労働省委託事業

※プログラムは現在調整中ですので、変更になる場合がございます。（敬称略）

定 員 会場80名

TKPガーデンシティ鹿児島中央
〒890-0053鹿児島県 鹿児島市 
中央町26-1南国アネックスビル 3階

13:00~14:55（12:30開場）

プログラム

鹿児島市で開催 オンライン参加も可能

参加無料

がん対策推進企業アクション 鹿児島県 ブロックセミナー

東京大学大学院医学系研究科
総合放射線腫瘍学講座 元特任教授
中川 恵一

東京大学大学院医学系研究科 総合放射線腫瘍学
講座 元特任教授、国際医療福祉大学大学院教授。
東京大学医学部医学科卒業後、東京大学医学部放射線医学教室専任
講師、准教授を経て、緩和ケア診療部長、放射線治療部門長などを
歴任。現在も、東京大学医学部附属病院でがん治療専門医として、
がん診療に従事。

東京大学大学院医学系研究科 総合放射線腫瘍学
講座 元特任教授、国際医療福祉大学大学院教授。
東京大学医学部医学科卒業後、東京大学医学部放射線医学教室専任
講師、准教授を経て、緩和ケア診療部長、放射線治療部門長などを
歴任。現在も、東京大学医学部附属病院でがん治療専門医として、
がん診療に従事。

講演 1

がん対策推進企業アクション  認定講師
石山 美行

2016年に人間ドックオールAで乳がん罹患（りかん）と
同時にリンパ節にも転移。休業せずに、治療を続ける。
現在は抗がん剤、分子標的薬が終わり、ホルモン治療中。
がん罹患後に国立がん研究センター推奨の運動をサポートする一般社団法人
まめっつを仲間とともに運営。

講演 2

企業アクション

がん対策推進企業アクション事務局 TEL:03-4446-5324
〒150-0002　東京都渋谷区渋谷2-6-11 花門ビル 3F（株式会社アカンパニーテクノロジーズ内）

がん対策推進企業アクション
パートナー企業・団体募集

オトナのがん教育講座FAX:03-4496-4822　E-mail:gantaisaku-info@e-webinar.net

YouTubeで好評配信中

お問い合わせ

検索

お申込みは裏面へ

職域がん対策の進化
講師 東京大学大学院医学系研究科
総合放射線腫瘍学講座 元特任教授　中川 恵一

がん対策の現状と今後の方針について
鹿児島県 くらし保健福祉部 健康増進課

●厚生労働省 健康・生活衛生局 がん・疾病対策課
●がん対策推進企業アクション 事務局長

閉会

トークセッション・質疑応答

人間ドック“オールA”からのがん告知 
～それでも働き続けられた理由～
がん対策推進企業アクション 認定講師  石山 美行

休憩

講演 2

講演 1

ご挨拶

場 所

がん対策推進企業アクション主 催 後 援
鹿児島県、鹿児島市、鹿児島労働局、鹿児島商工会議所、鹿児島県社会保険労務士会、鹿児島県経営者協会、
九州電力株式会社、ＳＯＭＰＯひまわり生命保険株式会社、日本生命保険相互会社 （順不同、予定）
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従業員へのがん啓発にご関心をお持ちの企業・団体の皆様や、報道関係者並びに一般の方の参加も可能です。



令和8年度 がん対策推進企業アクション

職域におけるがん対策の最新情報 参加申込鹿児島県セミナー

������������������������
受付送付先 がん対策推進企業アクション事務局 宛

下記の申込者情報欄全ての項目にご記入ください。

WEB
申込

FAX申込

参加お申込みありがとうございました。
※ご記入いただいた個人情報は本セミナーの運営に必要な範囲内でのみ利用し、第三者へ提供することはありません。

厚生労働省委託事業　がん対策推進企業アクション事務局

右記二次元コードより
お申し込みください

※事務局から後日視聴URLを
　メールでお送りいたします□オンライン（Zoom）で参加□会場で参加

参加方法（FAX申込の場合のみ記入。いずれかに✓をいれてください。）

貴社・貴団体名

所在地

TEL

E-mail

氏　名役　職部　署

事務局から視聴用URLをメールでお送りいたしますので、必ずご記載ください。

参加申込締切日 令和8年12月11日（金） ※会場でのご参加は定員になり次第
締め切らせて頂きます

過去ブロックセミナーへご参加された皆様のお声

がん対策に関する知識を身につけたく、このセミナー
に参加しました。中川先生の講演や企業事例発表
を拝聴し、具体的ながん対策のイメージがわ
き、さらに知識を深めたいと感じる機会
になりました。

中川先生のご講演は、職域におけるがん対策の具体例を
交えた内容で、とても参考になりました。
自社にすぐ反映できるような情報を得られる
機会はなかなかないため、参加して本当
によかったです。


